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２０１４年 ２月１０日  No.８１ なっとくんの 

１００年
ねん

以上前
いじょうまえ

に建
た

てられたとは思
おも

えない「四階楼
し か い ろ う

」 ｉｎ上関
かみのせき

 

平成 12年に保存修復工事が実施され,今は上関町の郷土史学習館となっています。 

イギリス風の玄関 

 

4階は当時からステンドグラス 

旧上関番所からのながめ。向こう岸が室津半島 

瀬戸内海の天然の良港として、古くから交通の拠点として栄えた上関。「朝鮮通信使」

の大船団や豊臣秀吉、シーボルト、吉田松陰などの歴史上の人物も多数上関に立ち寄っ

て行きました。そのため「四階楼」以外にもさまざまな史跡が残っています。 

 4 階まであがることができます。修復

工事をしたあとも、当時の建材や装飾な

どをあちこちに残す工夫がしてありま

す。四階楼は、国指定重要文化財です。 

フランス風の窓 

 

当時はここまで海でした。今は道路。

路。 

 

中国風の装飾 

 

旧 上 関
きゅうかみのせき

番所
ばんしょ

：長州藩の出先機関で、港の警

備や見張りなどをしました。長島側にあります。 
 

上関
かみのせき

御茶屋
お ち ゃ や

跡
あと

：御茶屋は、藩の公館

のことで参勤交代などの宿泊に使われ

た建物があった跡です。 
 

なっとくんの「なるほどなっとくニュース」は、県立山口博物館のホームページでダウンロードすることができます。 
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鏝絵（こてえ） 


